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Ⅰ 法人の概況 

１．設立年月日 

   平成 13 年 5 月 28 日 

 

２．定款に定める目的 

   この法人は、アジア諸国を中心とした諸外国から我が国の大学等に留学また

は就学する優秀な者に対する奨学、援助を行い、もって我が国とアジア諸国

を中心とした諸外国との友好親善に寄与することを目的とする。 

 

３．定款に定める事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

(1) 諸外国からの留学生及び就学生に対する奨学金の支給並びに指

導・助言 

    (2) 諸外国からの留学生及び就学生に対する宿舎の設置運営 

    (3) その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

４．所管官庁に関する事項 

内閣府公益認定等委員会 

 

５．会員の状況 

   該当なし 

 

６．主たる事務所の状況 

   主たる事務所 ：東京都新宿区新宿一丁目 1番 13 号 

   髙山留学生会館：東京都杉並区善福寺二丁目 2番 10 号 

           東京都杉並区善福寺二丁目 2番 11 号 

 

７．役員等に関する事項 

 

役 職 氏   名 
常勤・非

常勤の別
担当職務・現職 

理事長 浅香 正 非常勤 同志社大学 名誉教授 

理 事 松尾 宣武 非常勤 国立成育医療センター 名誉総長 

理 事 和気 清靖 非常勤 美和ロック株式会社 取締役相談役 

理 事 平井 利明 非常勤 伯東株式会社 元社長 

理 事 劉  岸偉 非常勤 東京工業大学 教授 
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理 事 
マーク・S・ 

ブラウン 
非常勤 

ジャパンインベスト株式会社 

リサーチ パートナー 

監 事 冨田 烈 非常勤 弁護士 

監 事 渡辺 秀男 非常勤 伯東株式会社 監査役 

評議員 加藤 幹雄 非常勤 財団法人国際文化会館 常任参与 

評議員 
ジ ョ ン ･ イ チ ロ

ウ・タカヤマ 
非常勤 

University of California San Francisco 

Associate Clinical Professor 

評議員 
ディルク・ 

ファウベル 
非常勤 

株式会社ローランドベルガー 

代表取締役 

評議員 松木 康夫 非常勤 新赤坂クリニック 名誉院長 

評議員 南  砂 非常勤 読売新聞社 編集局医療情報部 部長 

評議員 宇野 皓三 非常勤 公認会計士 税理士 

 

８．職員に関する事項 

   

職 員 数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

男 子 2 名 0 69 歳 11 ヶ月 10 年 5 ヶ月

女 子 1 名 0 44 歳 10 ヶ月 10 年 10 ヶ月

合計または平均 3 名 0 61 歳 2 ヶ月 10 年 7 ヶ月

 

９．許認可に関する事項 

    平成 22 年 11 月 18 日付で内閣府に公益財団法人への移行申請を行い、平成

23 年 3 月 22 日付で内閣総理大臣から公益財団法人として認定され、平成 23

年 4 月 1 日付で登記した。 
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Ⅱ 事業の概況 

１．事業の実施状況 

（１）奨学金支給事業 

① 平成 23 年度第 2 期奨学生の募集を平成 23 年 3 月 3 日に開始したが、東

日本大震災の影響で大学の授業開始が約 1 カ月遅れたため、募集締切を

約 1カ月延期し、平成 23 年 6 月 15 日に募集を締め切った。平成 23 年６

月 30 日に書類選考を、平成 23 年 7 月 13 日に面接選考を行い、大学学部

生 20 名(他に補欠 2名)、大学院生 14 名(他に補欠 2名)を選考した。 

② 補欠になった大学学部生 2名と大学院生 2名を繰上合格にした。 

③ 平成 23 年 3 月 2 日に開催された選考委員会で選考された平成 23 年度第

1 期奨学生および上記平成 23 年度第 2 期奨学生に対し平成 23 年 4 月か

ら平成 24 年 3 月まで奨学金を支給した。また、平成 22 年度からの継続

支給の学生に対しても平成 23 年 4 月から平成 24 年 3 月まで奨学金を支

給した。 

支給合計額                     105,840,000 円 

イ．大学学部生   48 名 100,000 円/月      57,600,000 円 

         【新規 29 名(第 1 期 7 名、第 2期 22 名)、継続 19 名】 

ロ．大学院生    24 名 120,000 円/月       33,840,000 円 

         【新規 14 名(第 2 期)、継続 10 名】 

学位(博士)を取得した学生 1 名が支給期間 6 カ月

で奨学金支給を終了 

ハ．日本語学校生  24 名 50,000 円/月       10,650,000 円 

         【新規 24 名(第 1 期)】 

④ 平成 23年 12月 14日付で、平成24年度奨学生のうち第1期募集として、

日本語学校生および大学学部生2年生で平成24年 4月に3年生に進級す

る再応募資格者を対象とする募集を開始し、同日付で日本語学校の指定

校および再応募資格者宛てに募集要項を発送し、平成 24 年 2 月 6 日に募

集を締め切った。 

平成 24 年 2 月 27 日に書類選考、平成 24 年 3 月 7 日に面接選考を行い、

日本語学校生 21 名(他に補欠 2名)、大学学部生 7名(他に補欠 1名)を選

考した。 

⑤ 平成 24 年 3 月 5 日付で、平成 24 年度奨学生のうち第 2 期募集として、

大学学部生 1 年生および大学院生を対象とする募集を開始し同日付で大

学及び大学院の指定校および再応募資格者宛に募集要項を発送した。 

 

（２）研修会・交流会の開催 
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① 平成 23 年 10 月 2 日に秋季研修会「三嶋大社正式参拝と春の伊豆日帰り

バス旅行」を開催し、奨学生・元奨学生・家族・友人・事務局員等 103

名が参加した。 

② 平成 24 年 3 月 27 日に春季研修会「松本城見学日帰りバス旅行」を開催

し、学生・元奨学生・家族・友人・事務局員等 97 名が参加した。 

③ 奨学金支給日に奨学生、元奨学生、財団役員、事務局員等が参加し例会

を開催した。例会では日本文化の紹介、留学生による自国文化の紹介な

どのイベントを催し、懇親会では奨学生と財団役員等が交流し理解を深

めた。 

例会開催日： 

平成 23 年 5 月 11 日 奨学生・会館生・元奨学生・元会館生・理事・

評議員・監事およびゲスト等 86 名出席。申東玉さん(韓国 日

本大学 芸術学部 映画学科 4 年 2008･2010 年度奨学生)によ

る「日本映画の空間と演出」と題して研究発表を行った。 

平成 23 年 7 月 29 日 新規および継続奨学生・会館生・元奨学生・元

会館生・理事・評議員・監事および学校関係者等 104 名出席。

新規奨学生の奨学金授与式に続き懇親会を開催し、奨学生と

財団役員および学校関係者が交流し理解を深めた。 

平成 23 年 9 月 9 日 奨学生・会館生・元奨学生・元会館生・理事・

評議員・監事およびゲスト等 86 名出席。ピンピサ・ロパラパ

ンさん(タイ 桜美林大学 リベラルアーツ群 3 年 2009･2011

年度奨学生)による「伊勢物語から見る恋愛観」と題し解説し

た後、出席した留学生も参加し、グループに分かれ恋愛観を

議論しその結果を発表した。 

平成 23 年 11 月 11 日 財団設立 10 周年記念式典を開催。奨学生・会

館生・元奨学生・元会館生・理事・評議員・監事および学校

関係者並びに設立以来ご支援をいただいたご来賓等 213 名が

出席。10 周年を記念して作成したＤＶＤを上映し、10 周年記

念詩および10周年記念図書カードと共に来場者に記念品とし

てお渡しした。 

平成 24 年 1 月 11 日 奨学生・会館生・元奨学生・元会館生・理事・

評議員・監事およびゲスト等 103 名出席。鏡味味千代氏によ

る太神楽曲芸(太神楽芸術協会・落語芸術協会会員)を演じた。 

平成 24 年 3 月 9 日 奨学生・会館生・元奨学生・元会館生・理事・

評議員・監事およびゲスト等 98 名出席。ピオネル ツェレン

ポンツァガさん(モンゴル 上智大学文学部 1年)による「地球
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との付き合い」と題して環境問題にのうち名古屋市が行う「ゴ

ミ」処理に関する四つの取り組みについて解説し、参加者が

グループに分かれ議論し、どの方法が良いかを発表した。 

 

（３）広報活動および機関紙の発行 

広報活動の一環として関係者の理解をいただくために以下の印刷物等を関

係者に配布した。 

① 財団創立 10 周年記念事業。 

  平成 23 年 11 月 11 日  財団創立 10 周年記念詩 

      財団創立 10 周年記念ＤＶＤ 

      財団創立 10 周年記念図書カード 

② 平成 22 年度年報（副題「ゆめ」「Мөрөөдөл」モンゴル語(キリル文字)

で読みは「モゥロゥードゥル」）  

平成 23 年 12 月 20 日発行 

③ 財団の機関紙「かけはし」 

  平成 23 年 9 月 9 日  「かけはし」第 22 号 

  平成 23 年 9 月 9 日  「かけはし」第 22 号別冊 レポート集 

  平成 24 年 3 月 30 日  「かけはし」第 23 号 

  平成 24 年 3 月 30 日  「かけはし」第 23 号別冊 レポート集 

④  例会および研修会開催日に近況報告を発行 

平成 23 年 5 月 11 日  5 月例会 

平成 23 年 7 月 29 日  授与式・7月例会 

平成 23 年 9 月 9 日  11 月例会 

平成 24 年 1 月 11 日  1 月例会 

平成 24 年 3 月 9 日  3 月例会 

⑤ 秋季研修会参加者から投稿された感想文集を発行 

  平成 24 年 1 月 11 日 

 

(４) 宿舎事業 

① 平成 23 年度の新規入居者として男子留学生 1 名、女子留学生 2 名が入居

した。 

② 平成 23 年 9 月に男女それぞれ１名が退館したため、補欠の留学生の入居

を許可した。 

③ 平成 24 年度の入居者の募集を平成 23 年 12 月 16 日から開始し、平成 24

年 1 月 31 日に募集を締め切った。 

④ 平成 24 年 2 月 1 日に選考委員会を開催し、女子留学生 2 名、男子留学生
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2 名を選考し、入居を許可した。 

 

２．重要な契約に関する事項 

 該当事項なし。 

 

３．役員会等に関する事項 

会議の種別 開催年月日 議 事 事 項 

第 1回理事会 平成 23 年 6 月 27 日 １．平成 22 年度事業報告書承認の件

２．平成 22 年度決算書承認の件 

３．伯東株式会社の株主総会におけ

る議決権の行使を理事長に一任

する件 

第 1回評議員会 平成 23 年 6 月 27 日 １．平成 22 年度の決算書承認の件 

２．伯東株式会社の株主総会におけ

る議決権の行使を理事長に一任

する件 

第 2回理事会 平成 24 年 3 月 14 日 １．平成 24 年度事業計画書および収

支予算書内訳表承認の件 

２．奨学生選考委員選出の件 

 

４．収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移 

                           単位：円 

事業年度 平成 23 年 3 月期 平成 24 年 3 月期 

一般正味財産収益合計 110,793,559 133,463,506 

一般正味財産費用合計 113,361,602 147,833,761 

一般正味財産増減額 △2,568,043 △20,685,255 

指定正味財産増減額 931,398,502 △163,422,902 

資 産 合 計 4,742,813,620 4,559,378,609 

負 債 合 計 623,022 1,296,168 

正 味 財 産 4,742,190,598 4,558,082,441 

 

Ⅲ 法人の課題 

１．公益財団法人として法律ならびに定款の定めに則り安定した事業を継続する

ための体制の強化。 
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Ⅳ 株式を保有している場合の概要 

   該当なし。 

 

Ⅴ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

  該当なし 

 


